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モモうどんこ病は落花 10 ⽇後頃の薬剤防除によって 
効率的に抑制できる 
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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

原因不明のモモ「⽑じヤケ」はリンゴうどんこ病菌によるモモのうどんこ病であり（令和元年
度参考成果）、果実に発⽣する本病の病原菌は⽣態の異なる２種であることが明らかになってい
る。その防除適期と防除薬剤について検討したところ、落花 10 ⽇後頃に DMI 剤または QoI 剤に
よる防除を⾏うことで、病原菌の種類に関わらず効率的に抑制できることが明らかになった。 

                                                        

（１） 本県では Podosphaera pannosa による果実被害（図１）と Podosphaera leucotricha によ
る果実被害（図２、通称「⽑じヤケ」）が確認されている。 

（２） 2019〜2020 年の落花 10〜14 ⽇頃に、DMI 剤のトリフルミゾール⽔和剤（トリフミン⽔和
剤）及び QoI 剤のクレソキシムメチル⽔和剤（ストロビードライフロアブル）を散布した。 

（３） トリフルミゾール⽔和剤処理区では、病原菌２種による被害を合計した発病果率が 3.1％、
クレソキシムメチル⽔和剤処理区では 0.7〜2.9％であり、両処理区ともに無処理区（発病
果率 5.6〜9.5％）と⽐較して⼤幅に被害が減少した（表１〜２）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 本病による被害を効率的に抑制することができ、⾼品質な果実の安定⽣産に寄与できる。 
 
３ 適⽤範囲 

（１） 県内のモモ⽣産者 
 
４ 普及上の留意点 

（１） 「⽑じヤケ」は、P. leucotricha（リンゴうどんこ病菌）がリンゴからモモに⾶散して発⽣す
る病害であるため、モモと隣接したリンゴ園ではリンゴうどんこ病の防除を徹底する。 

（２） P. pannosa はバラやノイバラで増殖し、モモに⾶散する場合があるため、モモ園周辺にそ
れら宿主植物がある場合は、伐採するか移動させる。 

（３） DMI 剤及び QoI 剤は⿊星病等にも効果があるが、薬剤耐性菌が出現しやすいため、同系統
薬剤の連⽤はさけ、いずれの薬剤も同⼀品種に対して年間２回以内の使⽤とする。 
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表１ クレソキシムメチル⽔和剤によるモモうどんこ病の防除効果（2019 年） 

図１ P. pannosa に 
よる果実被害 

図２ P. leucotricha による 
果実被害（「⽑じヤケ」） 

表２ トリフルミゾール⽔和剤及びクレソキシムメチル⽔和剤によるモモうどんこ病の防除
効果（2020 年） 

 

試験区 調査
果数

P. pannosa による
発病果率（％）

P. leucotricha による
発病果率（％）

（「⽑じヤケ」）

両病原菌を合計した
発病果率（％）

 無処理区 1920 2.2 3.8 5.6

注）薬剤の散布⽇：５⽉８⽇（落花14⽇後）、発病調査⽇：６⽉３⽇。同⼀果実にP. pannosa 及びP. leucotricha の両病原菌

 クレソキシムメチル⽔和剤
 処理区

876 0.5 0.2 0.7

による被害がみられる場合があり、各病原菌による被害果率の合計値と両病原菌を合計した発病果率は必ずしも⼀致しない。

試験区 調査
果数

P. pannosa による
発病果率（％）

P. leucotricha による
発病果率（％）

（「⽑じヤケ」）

両病原菌を合計した
発病果率（％）

 無処理区 1246 5.4 4.5 9.5

 トリフルミゾール⽔和剤
 処理区

1401 1.8 1.5 3.1

 クレソキシムメチル⽔和剤
 処理区

951 2.4

注）薬剤の散布⽇：４⽉30⽇（落花10⽇後）、発病調査⽇：６⽉８⽇。同⼀果実にP. pannosa 及びP. leucotricha の両病原菌

0.6 2.9

による被害がみられる場合があり、各病原菌による被害果率の合計値と両病原菌を合計した発病果率は必ずしも⼀致しない。


